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１．長寿命化修繕計画策定の目的 

富士川町で管理している八幡隧道は、建設後６０年以上が経過しており、これまで道路パト

ロールとしてトンネルの変状の発見に努めてきた。今後も道路利用者の安全性や利便性、構造

の機能を常に維持していくためには、予防的に修繕を行い利用者へ危険が及ぶのを未然に防ぐ

ことが重要となっている。 

平成26年３月の道路法改正により、道路トンネル等は５年に１度の点検実施が義務付けら

れたところである。八幡隧道においては、法定点検として初回となる定期点検を平成２８年度

に行った。この結果を受けトンネルを常に健全に保つため、簡易的なトンネル長寿命化修繕計

画を策定することとした。 

 

２．富士川町が管理するトンネル 

 ・トンネル名 ： 八幡隧道（ハチマンズイドウ） 

 ・路 線 名 ： 町道仙洞田１号線 

 ・延長・幅員 ： Ｌ＝111m・W=4.0m 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．点検結果概要 

点検の結果、早急に対策が必要な変状（健全性Ⅲ）および予防保全の観点から計画的に対策を

必要とする変状（健全性Ⅱa）を抽出した結果が以下の表である。 

④の変状について、内巻コンクリート区間を除く覆工コンクリート区間ではジャンカ箇所の劣

化部からのはく落が懸念され、また素掘り区間では岩の風化によって生じたき裂からのはく落が

懸念されるため、健全性はⅢと診断されており、早急な対策が必要である。 

（早急な対策の目安は、次回点検までの５年以内と考える。） 

 しかしトンネル全長にわたる補修となるため、対策を行うには予算措置を講じる必要があり、

対策工を比較検討し、補修工事も段階的に進めていく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページに点検結果概要（表1.1）を示す。 



 

 

 



４．今後の補修予定 

 

(1)坑門剥落防止対策工 

起点側坑門の銘板周辺には、ひびわれと同時に生じたと推測される「うき」が見られており、

はく落して第三者災害を引き起こす可能性があるため、今回の補修設計対象とした。対策工法を

検討し、はつり落とし＋断面修復＋あて板（繊維シート）工を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)坑門ひびわれ補修工 

起点側坑門の中央頂部には幅15～20ｍｍにも及ぶひびわれが見られる（写真1-1）。 

 

 

 

 

 

このひびわれはH25年の（法定外）点検時にも報告されており、ひびわれ幅の変化も見られな

いことから、現時点では、ひびわれ部は安定しているとみなしてよい。 

 坑門の鉄筋探査の結果、坑門コンクリートは無筋であることが判明しており、背面から転石や

木根等による荷重が加われば、乾燥収縮により生じていた微細なひびわれが拡大することが考え

られる。 

坑門付近の7.3ｍスパンには厚さ約20cmの内巻コンクリートが施工されており、これが生じ

たひびわれに対する補強対策なのではないかと考えられる。昭和47年にトンネルの補修工事を

実施した記録があることが判明しており、この内巻対策ではないかと推測されるが、補修工事の

内容までは判っていない。もし内巻対策が昭和47年であれば、その後44年が経過しており、こ

の補強対策によって現状の坑門は安定していると見たものである。 

したがって坑門ひびわれの補修工法としては、表1-2のように工法比較し、断面修復工法を選

定した。 

表1-2 坑門ひびわれ補修工法比較表 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(a)前回点検時（H25.10.9） (b)今回点検時（H28.8.4） 

写真1-1 坑門ひびわれ状況 



(3)覆工背面空洞充填 

覆工背面の空洞を電磁波レーダーで調査した結果、延長の約80％に空洞が存在した。これを

放置すると地山の風化・劣化により地山が緩み、覆工が崩落する可能性が否定できないため、空

洞の充填工法を比較検討し、表1-3を得た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4)覆工の剥落対策 

覆工の剥落対策として工法比較し、表1-4から最も経済的な繊維補強吹付コンクリート工法を

採用し補修する。 

表1-3 空洞充填工法比較表 



 

表1-4 覆工のはく落防止対策比較表 



５．年度毎の長寿命化修繕計画（平成２９年１月時点） 

 

 

■平成２８年度：定期点検、(1)～(3)の補修設計及び補修工事 

■平成２９年度： (4)の補修設計及び補修工事 

■平成３０年度： 

■平成３１年度： 

■平成３２年度： 

■平成３３年度：定期点検 

■平成３４年度： 

■平成３５年度： 

■平成３６年度： 

■平成３７年度： 

■平成３８年度：定期点検 

■平成３９年度： 

■平成４０年度： 

   ・ 

   ・ 

   ・ 

 

※５年に１度の頻度で定期点検を実施し、対策が必要と判断された箇所については適宜補修を行う。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


